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分類 その基準 曲数 % 発売年の平均















6 その他（カルテル関係者の日常や教訓、悲哀など） 8 11.9 1995



























































































































として、Journal of Conflict Resolution誌の第59巻8
号（2015年）所収の諸論文を参照して欲しい。
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　  宮地隆廣「政府と国家の語られ方―『麻薬戦争』
の時代におけるメキシコのナルココリードと日本
語ヒップホップの比較―」　ラテン・アメリカ政
経学会第53回全国大会パネル報告、2016年11月。
こうした政府のイメージは政府以外の特徴付けとつ
ながりを持っていることも明らかになった。麻薬戦争
以後のナルココリードで最も頻繁に登場するテーマは
「ビジネスの成功」（39曲）であるが、政府を否定的に
みる21曲のうち、実に15曲がビジネスの成功を歌って
いる。その比率は政府を否定的に扱わない歌（49曲の
うち24曲）よりも高く、麻薬ビジネスで金を儲けるこ
とが政府の負のイメージとの対比によって際立てられ
ていることがうかがわれる。
たとえば、米国国境の町ソノイータで活動する麻薬
マフィアのボス「オチョ」を歌ったラリー ・エルナ
ンデスの曲の一節には、「ソノイータで政府は彼を見
張るか／見ないふりをしている　縄張りを持つ彼は強
いから／行動で見せるオチョをマフィアは尊敬してい
る」とある。違法行為である麻薬密輸を取り締まるべ
き政府はオチョの存在を把握しているのに、報復や反
撃を恐れて逮捕できないでいる。そして、無力なメキ
シコ政府とは対照的に、オチョは仕事のできる男とし
て仲間から讃えられるのである。
一方、政府を否定的に扱いつつもビジネスの成功を
歌わない残りの6曲は全て、政府への復讐や脅迫をテー
マにしている。ナルココリードは総じて曲調が明るい
が、それに乗せて歌われる言葉は次の例にみられるよ
うに威圧的である。「サツは何とかしとくよ／現ナマ
か／弾丸で」（ロス・トゥカネス・デ・ティファナ「メ
チャ ・コルタ」）。
●今後の展望―より体系的な比較に向けて―
麻薬戦争へと至るメキシコ民衆の社会規範の変容に
接近する一つの試みとして、長いキャリアと広い人気
を誇るティグレス・デル・ノルテの多様なナルココ
リード、および政府を嘲笑ったり脅す一方でティグレ
スにみられる社会全体を取り上げる意識の希薄な最近
の歌手たちによるナルココリードの歌詞の分析を試み
た。本稿では一国の事例に議論を限定したが、「歌が
現実を示す鏡」であるというためには、時代やジャン
ルなどを広げた比較が望ましい。
筆者の一人は、ティグレスのナルココリードと北島
三郎の仁侠歌謡を比較したことがあるが、後者におい
ては現実のアウトローではなく理想化された新旧やく
ざの姿を反復する傾向があり、暴力的な表現や権力批
判も皆無であった。もう一人は、最近のナルココリー
メキシコの麻薬戦争と民衆歌謡―ナルココリードから社会規範を読み解く―
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